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１．工事目的

 伊方３号機では、これまでに、配管加工時に生じる硬化層を起因とした応力腐食割れ（強加工応力腐食割れ）による
損傷は発生していないが、加圧器逃がしラインおよびＡ、Ｂループの低温側高圧注入ラインにおいては、製造過程で
芯金を用いた曲げ加工を行うことで生じる硬化層を有する曲げ管を使用している部位があるため、予防保全の観点か
ら、芯金を用いずに製作した硬化層が形成されない曲げ管又はエルボへ取替えを実施する。

 原子炉冷却材圧力バウンダリとなる逆止弁の弁座リークを考慮し、１次冷却材管冠水時も確実な分解点検が可能とな
るよう、Ｃループの低温側高圧注入ラインの配管ルート変更を行う。

1

常温における芯金を用いた配管の曲げ加工において、芯金と配
管内部の接触部の硬度が上昇し、応力腐食割れが生じる可能性
がある。

  強加工応力腐食割れ

芯金

曲げ加工時の芯金との接
触部において硬度が上昇

曲げ加工

対象箇所

１次冷却材管
Cループ低温側

3V-SI-075Ｃ

取替前の配管ルート

取替後の配管ルート











３．４ ループＣ低温側高圧注入ライン 6

番号

主配管の仕様

変更前 変更後

外径(mm) 厚さ(mm) 材料 外径(mm) 厚さ(mm) 材料

届③ 89.1 11.1 SUS316TP 同左 同左 同左



４．工事工程 7
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【参考１】 実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則 別表第一（抜粋） 8

工事の種類 認可を要するもの 事前届出を要するもの

二 変更の工事

（二） 発電用原子炉の基数の増加の工事以外の変更の工事であって、次の発電用原子炉施設に係るもの

３ 原子炉冷却系統施設

・・・
２ 加圧水型発電用原子炉施設に係るものの改造（蒸気タービンに係るものの改造を
除く。）であって、次に掲げるもの
・・・
（８） 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備に係るもの
・・・

・・・
４ 加圧水型発電用原子炉施設に係るものの修理（蒸気タービンに係るものの修理を
除く。）であって、次に掲げるもの
（１） 一次冷却材の循環設備、余熱除去設備（原子炉冷却材圧力バウンダリに係るも
のに限る。）、非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（原子炉冷却材圧力バウン
ダリに係るものに限る。）又は化学体積制御設備（原子炉冷却材圧力バウンダリに係る
ものに限る。）に係るものの取替え
・・・

該当する工事範囲 ループA,B低温側高圧注入ライン弁（3V-SI-075A,B）
加圧器逃がしライン配管・弁
ループA,B,C低温側高圧注入ライン配管



【参考２】 曲げ管加工方法 9

変更前

曲げ金具と配管の
間の隙間を埋める
ため、配管内に芯
金を挿入し、曲げ
金型を回しながら
曲げていく。

変更後

配管との隙間を狭く
した曲げ金型に変
更したことで、芯金
が不要となった。

内面が硬化する
可能性がある

曲げ金具

芯金

押さえ金具

改良曲げ金具

押さえ金具



【参考３】 ループＣ低温側高圧注入ラインの配管ルート変更について 10

 燃料装荷後のプラント起動時における各段階（モード５、４）の逆止弁弁座リーク確認において、弁の分解点検が必
要となった場合、現状の配管ルートでは、 １次冷却材管の水抜きに伴い燃料取り出しが必要となることから、モード
５のプラント状態でも確実な弁の分解点検が可能となるよう、Ｃループの低温側高圧注入ラインの配管ルート変更を
行う。

○現状の配管ルート ○工事後の配管ルート

実施時期 プラント起動時

モード

逆止弁
弁座リーク確認

6 4 3モード外 5

燃料装荷

2 1

１次冷却材管
Cループ低温側

3V-SI-075Ｃ

１次冷却材管
Cループ低温側

3V-SI-075Ｃ






